
 

 

 試験開始の合図があるまで、問題冊子
さっし

を開かないでください。 

 

令和４年度 第６回しらかわ検定
けんてい

  

２級 問題冊子 
（問題数５０問 試験時間５０分） 

 

注意事項
じこう

 

１ 試験中は受験票、筆記用具、時計（通信機能
きのう

のないもの）以外は全てかばん

等にしまってください。 

２ 携 帯
けいたい

電話はマナーモードにするか、電 源
でんげん

をお切りください。 

３ 問題冊子は、２０ページあります。印刷が不鮮明
ふせんめい

であったり、ページが不

足していたりする場合や、解 答
かいとう

用紙の汚れ等に気づいた場合は、手を挙げ

て係員にお知らせください。ただし、問題に関する質 問
しつもん

にはお答えできま

せん。 

４ 解答は、解答用紙の１から４の数字のうち、正答と思われる番号一つに丸を

付けてください。 

例えば【第１問】に対して「１」と解答する場合は、次の（例）のように解

答用紙に丸を付けてください。 

（例） 

 

 

５ 解答用紙に正しく丸が付けられていない場合や二つ以上に丸が付いている

場合は、不正解とします。 

６ 不正行為
こうい

を行った場合は、その時点で受験を取りやめ退 室
たいしつ

していただきま

す。 

７ 不明な点がある場合や、体調不良やトイレでやむを得ず席を立つ場合は、手

を挙げて係員にお知らせください。 

第 1 問 1 2 3 4 
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【第１問】 

白 坂
しらさか

で発見された白河の最も古い遺跡
いせき

からは、何が出 土
しゅつど

しましたか。 

 ①土器
ど き

   ②石器
せっき

 

③埴輪
はにわ

   ④銅 製
どうせい

の鏡 

 

 

【第２問】 

  縄
じょう

文
もん

時代の白河に関して、正しいものはどれですか。 

   ① 集 落
しゅうらく

跡
あと

の遺跡
いせき

は、おもに山間部に分布している 

   ②町屋
まちや

遺跡
いせき

では、白河産の硬
こう

玉 製
ぎょくせい

大 珠
たいしゅ

（翡翠
ひすい

）が出土した 

   ③地域間
ちいきかん

の交流は盛
さか

んではなかったと考えられている 

   ④南 堀 切
みなみほりきり

遺跡
いせき

では、規模
き ぼ

の大きな竪 穴
たてあな

住 居
じゅうきょ

跡
あと

が確 認
かくにん

された 

 

 

【第３問】 

弥生
やよい

時代
じだい

の白河に関して、間違
まちが

っているの
 

はどれですか。 

   ①天 王 山
てんのうやま

遺跡
いせき

は、 表 郷
おもてごう

番 沢
ばんざわ

に所 在
しょざい

する弥生時代前期の遺跡
いせき

である 

②人 面 付
じんめんつき

弥生
やよい

土器
ど き

は、骨
こつ

壺
つぼ

として用
もち

いられたと考えられている 

③藤田
ふじた

定
さだ

市
いち

氏は高校の歴史
れきし

教 師
きょうし

のかたわら、遺跡発 掘
はっくつ

調 査
ちょうさ

に 携
たずさ

わった 

④天王山遺跡から出土した土器群は「天 王 山 式
てんのうやましき

土器
ど き

」と命名された 
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【第４問】 

 古墳
こふん

時代
じだい

の白河について、下
 

の文章の（    ）内に当てはまるものはどれで

すか。 

  古墳
こふん

時代
じだい

中期の豪 族
ごうぞく

居 館
きょかん

跡
あと

と考えられる三森
みもり

遺跡
いせき

は、東日本最大の祭祀
さいし

遺跡
いせき

とされる（    ）と近 接
きんせつ

しており、相互
そうご

の関 連 性
かんれんせい

が想定される。 

   ①建
たて

鉾 山
ほこやま

  ②権
ごん

太倉山
たくらやま

 

③関 山
せきさん

   ④天狗山
てんぐやま

 

 

 

【第５問】 

  下 総
しもうさ

塚
づか

古墳
こふん

について、正しいものはどれですか。 

   ① 東
ひがし

地域
ちいき

に所 在
しょざい

し、６世紀
せいき

後半に築 造
ちくぞう

された 

②国指定の史跡
しせき

ではないが、白河市指定の史跡である 

③全長１７ｍの前 方 後 円 墳
ぜんぽうこうえんふん

である 

④ 白 河
しらかわの

国 造
くにのみやつこ

の墓
はか

であると考えられている 

 

 

【第６問】 

  谷地
や ち

久保
く ぼ

古墳
こふん

と野地
の じ

久保
く ぼ

古墳
こふん

は、どこに所 在
しょざい

していますか。 

①舟田
ふなだ

地区  ②本 沼
もとぬま

地区 

   ③白 坂
しらさか

地区  ④旗
はた

宿
じゅく

地区  



3 

【第７問】 

奈良
な ら

・平 安
へいあん

時代
じだい

の白河について、正しいものはどれですか。 

①古代
こだい

白 河 郡
しらかわぐん

の範囲は、現在の白河市・西 白 河 郡
にししらかわぐん

の範囲と同じである 

②陸奥
むつの

国
くに

白 河 郡
しらかわぐん

の役所（郡衙
ぐんが

）が五箇
ご か

地区に建てられた 

③古代白河郡の寺院は、旗
はた

宿
じゅく

に建てられた 

④白 河 関
しらかわのせき

には 砦
とりで

がつくられていたと想定されている 

 

 

 

 

【第８問】 

白河の遺跡について、下
 

の文章の（    ）内に当てはまるものはどれですか。 

 （    ）は、大和
やまと

政 権
せいけん

により任 命
にんめい

された「 白 河
しらかわの

国 造
くにのみやつこ

」に関わる

遺跡
いせき

と位置付けられている。 

①一里段Ａ遺跡   ②関和久官衙
せきわぐかんが

遺跡
いせき

 

     ③下 黒 川
しもくろかわ

遺跡   ④舟田
ふなだ

中 道
なかみち

遺跡 
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【第９問】 

白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

について、間違
まちが

っているもの
 

はどれですか。 

①結城祐
すけ

広
ひろ

は、南 北 朝
なんぼくちょう

時代
じだい

に北朝側についた 

②小山
おやま

政 光
まさみつ

は、白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

の先祖に位置付けられている 

③結城親
ちか

朝
とも

は、分家として小峰家
こみねけ

を創 設
そうせつ

した 

④結城義
よし

親
ちか

は、 領 主
りょうしゅ

としての白河結城家時代の最後の当主となった 

 

 

 

 

【第１０問】 

白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

について、下
 

の文章の（    ）内に当てはまるものはどれですか。 

 南 北 朝
なんぼくちょう

時代
じだい

に（    ）は南朝（後
ご

醍醐天皇
だいごてんのう

）側
がわ

につき、全国を転戦

し功 績
こうせき

を挙げた。（    ）の活 躍
かつやく

により、白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

は 著
いちじる

しく力を

増
ま

し、またその武勇
ぶゆう

は後醍醐天皇から大きな 賞 賛
しょうさん

を得
え

た。 

①結
ゆう

城
き

親 光
ちかみつ

   ②結城宗
むね

広
ひろ

 

    ③結城政
まさ

朝
とも

       ④結城満 朝
みつとも
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【第１１問】 

中世の白河について、間違
まちが

っているもの
 

はどれですか。 

   ①古代白河郡は、中世に 石 川
いしかわの

荘
しょう

・高野郡
たかのぐん

・ 白 河
しらかわの

荘
しょう

に分かれた 

   ②結城宗
ゆうきむね

広
ひろ

は、白河荘以外に出羽
でわの

国
くに

（秋田
あきた

・山 形 県
やまがたけん

）や駿 河
するがの

国
くに

（静 岡 県
しずおかけん

）

など各地に領 地
りょうち

を持っていた 

③『
 

白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

文 書
もんじょ

』は、現在は国指定重要文化
ぶんか

財
ざい

となっている 

④白河結城家は、白
 

河荘ができた当初から荘全体を治めていた 

 

 

 

【第１２問】 

中世白河の 城 館
じょうかん

跡
あと

について、正しいものはどれですか。 

 ①富 沢 館
とみざわたて

跡
あと

から約３００ｍのところに竜 害 館
りゅうがいたて

跡
あと

が築
きず

かれた 

②白 川
しらかわ

城 跡
じょうあと

は、小峰家
こみねけ

の本
ほん

城
じょう

として築
きず

かれたと考えられている 

③天
てん

王
のう

館
だて

跡
あと

は、 東
ひがし

地域
ちいき

の矢
や

武
ぶ

川
がわ

の独 立
どくりつ

丘 陵
きゅうりょう

に築かれた 

④新地山館
しんちやまたて

跡
あと

は、白河本城防備
ぼうび

の拠 点
きょてん

として築かれたとみられる 

 

 

 

【第１３問】 

白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

の氏 神
うじがみ

として重 視
じゅうし

された神社はどこですか。 

①南湖
なんこ

神 社
じんじゃ

  ②天 神
てんじん

神 社
じんじゃ

  ③鹿嶋
かしま

神 社
じんじゃ

  ④愛宕
あたご

神 社
じんじゃ
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【第１４問】 

中世
 

白河の寺院について、下の文章の（    ）内に当てはまる寺院名は何で

すか。 

  道 場 町
どうじょうまち

にある（    ）は時 宗
じしゅう

の寺院で、一 遍
いっぺん

上 人
しょうにん

の開山と伝えら

れている。白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

や時宗総 本 山
そうほんざん

と深い関わりを持っていたと考えられ、

『白 河
しらかわ

風土記
ふ ど き

』には「格 別
かくべつ

の由 緒
ゆいしょ

」があると記されている。 

①大統寺
だいとうじ

   ②小 峰 寺
しょうほうじ

   ③関川寺
かんせんじ

   ④最 勝 寺
さいしょうじ

 

 

 

【第１５問】 

中世
 

白河に関することについて、正しいものはどれですか。 

   ①白
しら

川 城
かわじょう

前で白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

一族や家臣
かしん

が参集する連歌
れんが

の会が 催
もよお

された 

   ②浮屠
ふとの

碑
ひ

には、雲に乗った阿弥陀
あ み だ

如 来
にょらい

１体が線 刻
せんこく

されている 

   ③結城宗
ゆうきむね

広
ひろ

・親 光
ちかみつ

の 忠 烈
ちゅうれつ

を人々に伝えるため、後の時代に感
かん

忠
ちゅう

銘
めい

の文

字が刻
きざ

まれた 

   ④連歌師
れんがし

・宗
そう

祇
ぎ

は、白河を 訪
おとず

れた際
さい

にひとつも歌を詠
よ

まなかった 

 

 

【第１６問】 

奥羽
おうう

仕置
しおき

により、白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

からすべての領地を 没 収
ぼっしゅう

したのは誰
だれ

ですか。 

   ①伊達
だ て

政 宗
まさむね

  ②徳 川
とくがわ

家 康
いえやす

  ③佐竹
さたけ

義
よし

重
しげ

  ④豊 臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし
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【第１７問】 

白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

時代の主な出来事について、間違
まちが

っているもの
 

はどれですか。  

   ①鎌 倉
かまくら

時代
じだい

：結城
ゆうき

朝
とも

広
ひろ

が次男・祐
すけ

広
ひろ

とともに 白 河
しらかわの

荘
しょう

へ移 住
いじゅう

した 

   ②南 北 朝
なんぼくちょう

時代
じだい

：結城親
ちか

朝
とも

が小峰
こみね

城
じょう

を築
きず

いた 

  ③室 町
むろまち

時代
じだい

：結城氏
うじ

朝
とも

が越後
えちご

の蒲 原
かんばら

津
のつ

を与えられた 

④戦 国
せんごく

時代
じだい

：結城
ゆうき

・蘆名
あしな

・佐竹
さたけ

の連合軍が豊 臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

と対戦した（ 郡 山
こおりやま

対 陣
たいじん

） 

 

 

 

【第１８問】 

江戸時代の白河と白河藩について、正しいものはどれですか。 

①丹
に

羽
わ

光
みつ

重
しげ

は、初代白河藩主として棚 倉
たなぐら

より 入 封
にゅうほう

した 

②最後に白河藩主を務
つと

めた大名家は、 松 平
まつだいら

（久 松
ひさまつ

）家
け

である 

③６
 

家１３代の大名が白河藩主を務めた 

④白河藩成立以前の白河は、約４０年のあいだ会津
あいづ

領 主
りょうしゅ

の支配下
しはいか

にあった 

 

 

【第１９問】 

江戸
え ど

時代
じだい

、白 河 藩
しらかわはん

が関係する三 方 領
さんぽうりょう

知
ち

（地）替
がえ

は全部で何回ありましたか。 

①１
 

回    ②３回    ③７回    ④１１回 
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【第２０問】 

白 河 藩
しらかわはん

の領 地
りょうち

変 遷
へんせん

について、下の文章の（    ）内に当てはまるものは

どれですか。 

寛
かん

保
ぽう

元 年
がんねん

（１７４１）の転 封
てんぽう

により、それまでの白河藩領の約半分が

（    ）領となり、新たに離れた場所に領地が与えられた。 

①越後
えちご

高田藩
たかだはん

   ②村 上 藩
むらかみはん

   ③桑名藩
くわなはん

   ④姫路藩
ひめじはん

 

 

 

【第２１問】 

  小峰
こみね

城
じょう

にある３７の建物を図面にした「白 河
しらかわ

城
じょう

御 櫓
おやぐら

絵図
え ず

」が作られた時代

の白 河
しらかわ

藩 主
はんしゅ

は誰
だれ

ですか。 

   ①丹羽
に わ

長 重
ながしげ

  ②本
ほん

多忠義
だただよし

  ③松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

  ④阿部
あ べ

正 外
まさと（う）

 

 

 

【第２２問】 

  小峰
こみね

城
じょう

の石 垣
いしがき

について、正しいものはどれですか。 

   ①石垣に使用した石材は、稲荷山
いなりやま

や友
ゆう

月 山
げつざん

から切り出された 

   ②帯 曲
おびくる

輪
わ

西面には、約１８０ｍの長さの石垣が残っている 

③ 三 重
さんじゅう

櫓
やぐら

北面の石垣の一部には、不整形の石が残っている 

④石工
いしく

の石川家
いしかわけ

は、幕 末
ばくまつ

まで代々藩 主
はんしゅ

に仕え、石垣 修 復
しゅうふく

を担 当
たんとう

した  
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【第２３問】 

小峰
こみね

城
じょう

について、下の文章の（    ）内に当てはまるものはどれですか。 

明治
めいじ

９年（１８７６）、明治天皇
めいじてんのう

の 奥 州
おうしゅう

御 巡 幸
ごじゅんこう

の折には、小峰城跡
あと

の本 丸
ほんまる

で（    ）が行われた。 

①だるま市  ②天 覧 産
てんらんさん

馬
ば

  ③皆既
かいき

日 食
にっしょく

観測  ④バラ園観 賞 会
かんしょうかい

 

 

 

 

【第２４問】 

奥 州
おうしゅう

街 道
かいどう

の宿場について、間違
まちが

っているものはどれですか。 

①白 坂
しらさか

宿
しゅく

は豊 臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の命令で作られたとされている 

   ②小峰
こみね

城 下
じょうか

の中 町
なかまち

には宿屋が多く立ち並
なら

んでいた 

③白坂宿の助 郷
すけごう

には、 表 郷
おもてごう

・ 東
ひがし

地域
ちいき

の村々も含
ふく

まれていた 

④助郷となった村は、農繁期
のうはんき

でも応
おう

援
えん

を 断
ことわ

ることができなかった 

 

 

 

【第２５問】 

江戸
え ど

時代
じだい

に、越後
えちご

高
たか

田
だ

藩
はん

の飛び地を管理・支配
しはい

するために浅 川
あさかわ

に陣屋
じんや

が置か

れましたが、後
のち

に陣屋はどこへ移転しましたか。 

①釜 子
かまのこ

   ②上小屋
かみこや

   ③金 山
かねやま

   ④石 川
いしかわ
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【第２６問】 

白
 

河の町・村における 旧 暦
きゅうれき

の年 中 行 事
ねんちゅうぎょうじ

について、正しいものはどれですか。 

①城 下
じょうか

の町では、正月にはすべての町が松
まつ

の内
うち

に南湖
なんこ

神 社
じんじゃ

へ参 詣
さんけい

する 

   ②３月１５日は「梅
うめ

若忌
わかき

」といって、城下町では番
ばん

場
ば

踊
おど

りを踊る 

③８月朔
つい

日
たち

には、八
や

溝 山
みぞさん

に残
のこ

っている氷を城下で売り歩く 

   ④町で伊
い

勢
せ

参
まい

りをするときには一町内で祝
いわ

い、白 河 関
しらかわのせき

跡
あと

まで見送る 

 

 

【第２７問】 

松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

について、下の文章の（    ）内に当てはまるものはどれですか。 

定信は、白 河
しらかわ

藩 主
はんしゅ

就 任
しゅうにん

時に起きていた（    ）の飢饉
ききん

に的 確
てきかく

に対 処
たいしょ

したことが幕府
ばくふ

に評 価
ひょうか

され、 老 中
ろうじゅう

の首座
しゅざ

に就任した
 

。 

①天 明
てんめい

   ② 享 保
きょうほう

   ③寛 永
かんえい

   ④天 保
てんぽう

 

 

 

【第２８問】 

  松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

が設 立
せつりつ

した藩校・立
りっ

教
きょう

館
かん

について、正しいものはどれですか。 

   ①中 町
なかまち

にあった学問所を 拡 張
かくちょう

し設 立
せつりつ

した 

  ②商人や町役人などの子息
しそく

全員に入学を命じた 

  ③定 信
さだのぶ

が自ら講義
こうぎ

を行うことはなかった 

  ④文化
ぶんか

６年（１８０９）の大火
たいか

で焼失したが、再 建
さいけん

された 
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【第２９問】 

  松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

による白 河 藩
しらかわはん

の 殖 産
しょくさん

興 業
こうぎょう

について、間違
まちが

っているものはどれ

ですか。 

   ①白 河 藩
しらかわはん

窯
よう

で藩の特産品として「白 河
しらかわ

焼
やき

」を制 作
せいさく

させた 

   ②姫路
ひめじ

の刀 工
とうこう

・手柄山
てがらやま

正 繁
まさしげ

を召
め

し抱
かか

え、作刀させた 

③下
か 

級
きゅう

藩士
はんし

の子女にガラス製 造
せいぞう

の技 術
ぎじゅつ

を学ばせた 

   ④年貢
ねんぐ

町
まち

と 桜 町
さくらまち

で迫
せり

駒
ごま

を行い、 領 内
りょうない

の馬産を 奨 励
しょうれい

した 

 

 

 

 

【第３０問】 

松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

による白 河 藩
しらかわはん

の農村復 興
ふっこう

について、下の文章の（ Ａ ）および

（ Ｂ ）内に当てはまるものはどれですか。 

   定信は、白 河 藩
しらかわはん

の飛び地である越後
えちご

（新 潟 県
にいがたけん

）から（ Ａ ）を移 住
いじゅう

さ

せて婚 姻
こんいん

させるなど、結 婚
けっこん

奨 励
しょうれい

の政 策
せいさく

を進めるとともに、寛 政
かんせい

２年（１

７９０）から（ Ｂ ）の支 給
しきゅう

を正
 

式に始めた。 

   ①Ａ：男 性
だんせい

 Ｂ：困 窮 者
こんきゅうしゃ

への米 ②Ａ：女 性
じょせい

 Ｂ：困窮者への米 

   ③Ａ：男性 Ｂ：赤子
あかご

養 育
よういく

の資金
しきん

 ④Ａ：女性 Ｂ：赤子養育の資金 
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【第３１問】 

松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

が行った白河の歴史
れきし

の 検 証
けんしょう

について、下の文章の（    ）内

に当てはまるものはどれですか。 

   定信は、中世に活 躍
かつやく

した白 河
しらかわ

結城家
ゆうきけ

関連の記録を中心に、白 河
しらかわ

郡
ぐん

内に関す

る古代からの沿 革
えんかく

や旧 記
きゅうき

、神 社
じんじゃ

仏 閣
ぶっかく

の由 緒
ゆいしょ

などが記された『（    ）』

という歴史書を編
へん

さんした。 

   ①白河古事考
しらかわこじこう

   ②白 河
しらかわ

風土記
ふ ど き

 

  ③白 河 証
しらかわしょう

古文書
こもんじょ

  ④白 河 藩
しらかわはん

 

 

 

 

 

【第３２問】 

松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

が行った白 河 関
しらかわのせき

の場所の 考 証
こうしょう

について、正しいものはどれで

すか。 

①考証をもとに、白河関が白 坂
しらさか

にあったと断定した 

②古関蹟
こかんせき

碑
ひ

を白 河 関
しらかわのせき

跡
あと

に 建 立
こんりゅう

したが、現存していない 

③絵図や記録、地形、古老
ころう

の話などをもとに場所の 考 証
こうしょう

を行った 

④古関蹟碑の裏 面
うらめん

に、「古関蹟」の三字を刻
きざ

んだ 
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【第３３問】 

松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

が編
へん

さんした『 集
しゅう

古
こ

十 種
じっしゅ

』について、間違
まちが

っているものはどれ

ですか。 

①１，８００点以上の古物
こぶつ

が 収
しゅう

録
ろく

され、８５冊
さつ

にまとめられている 

②古物の模写
もしゃ

には谷 文 晁
たにぶんちょう

、画
が

僧
そう

白 雲
はくうん

、大野
おおの

文
ぶん

泉
せん

らが 携
たずさ

わった 

③白河に 縁
ゆかり

のある重要な古物のみを模写してまとめた図録である 

④白河の最 勝 寺
さいしょうじ

に伝来した中世の銅
どう

鐘
しょう

についても収録されている 

 

 

 

 

【第３４問】 

松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

による庭 園
ていえん

の築 造
ちくぞう

について、下の文章の（ Ａ ）および（ Ｂ ）

内に当てはまるものはどれですか。 

 定
 

信が白河で最初に築造した庭園は（ Ａ ）であり、（ Ａ ）には（ Ｂ ）

の景 勝 地
けいしょうち

が定められた。 

   ①Ａ：南湖
なんこ

 Ｂ：１７  ②Ａ：三郭四
さんかくし

園
えん

 Ｂ：３２ 

   ③Ａ：南湖
 

 Ｂ：１６  ④Ａ：三郭四園 Ｂ：２４ 
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【第３５問】 

南湖
なんこ

の築 造
ちくぞう

について、正しいものはどれですか。 

①南湖築造以前に大 沼
おおぬま

が開 拓
かいたく

されたことはなかった 

②南湖築造に 伴
ともな

い開発された学 田
がくでん

新 田
しんでん

の収益は、全て藩 校
はんこう

・立 教 館
りっきょうかん

の経営に充
あ

てられた 

③大 庄 屋
おおじょうや

・藤田孫
ふじたまご

十 郎
じゅうろう

が大沼の新田開発計画を立て、藩
 

に願い出たが実

現しなかった 

④南湖築造と同年に「南湖開
かい

さく碑
ひ

」が 建 立
こんりゅう

された 

 

 

 

 

【第３６問】 

戊辰
ぼしん

戦 争
せんそう

白
しら

河 口
かわぐち

の 戦
たたか

いについて、下の文章の（ Ａ ）および（ Ｂ ）内
 

に当てはまるものはどれですか。 

慶 応
けいおう

４年（１８６８）５月１日、新政府軍は白 坂
しらさか

より（ Ａ ）に分かれて

小峰
こみね

城 下
じょうか

に進軍し、正午過ぎに小峰城を占 拠
せんきょ

した。その後、５月２６日には、

奥羽
おうう

越
えつ

列 藩
れっぱん

同 盟 軍
どうめいぐん

により白河奪 還
だっかん

攻 撃
こうげき

が仕掛けられ、小峰城へ向けて

（ Ｂ ）から攻撃
 

が行われた。 

   ①Ａ：三方
 

 Ｂ：四方  ②Ａ：四方 Ｂ：四方 

   ③Ａ：四方
 

 Ｂ：八方  ④Ａ：三方 Ｂ：八方 
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【第３７問】 

戊辰
ぼしん

戦 争
せんそう

白
しら

河 口
かわぐち

の 戦
たたか

いに関して、松 並
まつなみ

にある 銷
しょう

魂
こん

碑
ひ

はどこの藩
はん

の

戦
せん

死者
ししゃ

を 弔
とむら

ったものですか。 

①会津藩
あいづはん

   ②薩摩藩
さつまはん

   ③仙 台 藩
せんだいはん

   ④ 長 州 藩
ちょうしゅうはん

 

 

 

 

【第３８問】 

  松尾
まつお

芭 蕉
ばしょう

の旅路
たびじ

について、正しいものはどれですか。 

   ①小峰
こみね

城 下
じょうか

を 訪
おとず

れた際
さい

に本 町
もとまち

で一 泊
いっぱく

した 

   ②小峰城下へ向かう途 中
とちゅう

、関 山
せきさん

・満願寺
まんがんじ

に参 詣
さんけい

した 

   ③中 町
なかまち

の相 良 等 躬
さがらとうきゅう

に宛
あ

てて須
す

賀
か

川
がわ

から書
しょ

簡
かん

を送った 

   ④知人の俳 人
はいじん

・何云
かうん

を訪
たず

ね、須賀川に約一週間滞 在
たいざい

した 

 

 

【第３９問】 

  白河にある松尾
まつお

芭 蕉
ばしょう

関連の碑
ひ

について、間違
まちが

っているものはどれですか。 

   ① 旭 町
あさひまち

の句碑
く ひ

に「西か東か先早苗にも風の音」の句が刻
きざ

まれている
 

 

   ② 境
さかい

の 明 神
みょうじん

の句碑に「風流のはじめや奥の田うへ唄」の句が刻まれて
 

いる 

   ③聯
れん

芳寺
ぽうじ

の句碑に「関守の宿を水鶏にとはふもの」の句が刻まれている
 

 

   ④白 河 関
しらかわのせき

跡
あと

の碑に『おくのほそ道』白河関部分の全文が刻まれている 
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【第４０問】 

  近世に活 躍
かつやく

した文化人について、正しいものはどれですか。 

   ①谷 文 晁
たにぶんちょう

は、星野
ほしの

文
ぶん

良
りょう

の門人である 

   ②絵師
え し

・蒲
がも

生
う

羅
ら

漢
かん

は、羅
ら

漢
かん

山
やま

の裾
すそ

野
の

に居
きょ

を構
かま

えて活動した 

   ③加藤千浪
かとうちなみ

は、俳諧の分野で活躍した 

   ④中 島 山
なかじまさん

麗
れい

は、白 河
しらかわ

藩 主
はんしゅ

・本
ほん

多家
だ け

の家臣であった 

 

 

【第４１問】 

亜欧堂
あおうどう

田
でん

善
ぜん

が、白 河
しらかわ

藩 主
はんしゅ

・松
まつ

平 定
だいらさだ

信
のぶ

の命
めい

により研究したものは何です

か。 

   ①水墨画
すいぼくが

   ②銅版画
どうはんが

   ③ 彫 刻
ちょうこく

   ④油彩画
ゆさいが

 

 

 

【第４２問】 

廃 藩
はいはん

置県
ちけん

について、下の文章の（    ）内に当てはまるものはどれ
 

ですか。 

   明治
めいじ

４年（１８７１）になると、廃藩置県により現 在
げんざい

の福 島
ふくしま

県 内
けんない

には

（    ）の県が 誕 生
たんじょう

し、ほどなく３県に統 合
とうごう

され、明治９年（１８７６）

８月にほぼ現在の形の福島県
 

が誕生した。 

   ①１０
 

   ②１３   ③１７   ④１９ 
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【第４３問】 

白河の学校の変 遷
へんせん

について、正しいものはどれですか。 

   ① 表 郷
おもてごう

小学校は、昭和５６年（１９８１）にすべての分室が統 合
とうごう

された 

   ②白河地域で一番早く設 立
せつりつ

されたのは、新 町
しんまち

小 学 校
しょうがっこう

である 

   ③大 信
たいしん

地域
ちいき

では、明治７年（１８７４）に８つの小学校が設立された 

   ④現 在
げんざい

の東 地 域
ひがしちいき

の小学校は、釜子
かまこ

小 学 校
しょうがっこう

と小田川
こたがわ

小 学 校
しょうがっこう

である 

 

 

 

 

【第４４問】 

  白河
 

の近代産業について、間違っているものはどれですか。 

   ①白
はく

清 館
せいかん

製糸
せいし

工 場
こうじょう

は、白 河
しらかわ

製糸
せいし

会 社
がいしゃ

の跡
あと

地
ち

を引き継
つ

いで興
おこ

された 

   ②明治
めいじ

期
き

に東北初の電 信 局
でんしんきょく

が白河で開業した 

   ③明治４２年（１９０９）に白 河
しらかわ

電 燈
でんとう

株 式
かぶしき

会 社
かいしゃ

が創 立
そうりつ

された 

   ④白
 

河で最初に支店
してん

を出した銀行は、第 一
だいいち

銀 行
ぎんこう

である 
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【第４５問】 

白河の馬
うま

市
いち

について、下の文章の（ Ａ ）および（ Ｂ ）内
 

に当てはまるも

のはどれです
 

か。 

 白河の馬市は春と秋に開 催
かいさい

され、一 般 的
いっぱんてき

には（ Ａ ）に開催される市が「白

河馬市」として知られている。また、大 正 期
たいしょうき

から昭 和
しょうわ

初期
しょき

には、（ Ｂ ）を超
こ

え
 

る馬が白河から出荷されていったと伝えられている。 

①Ａ：春 Ｂ：１万頭
とう

  ②Ａ：春 Ｂ：３万頭 

   ③Ａ：秋 Ｂ：１万頭
 

  ④Ａ：秋 Ｂ：３万頭 

 

 

【第４６問】 

奥 州
おうしゅう

街 道
かいどう

が明治
めいじ

６年（１８７３）に 改 称
かいしょう

された後の名称は何ですか。 

   ①会津
あいづ

街 道
かいどう

  ②石 川
いしかわ

街 道
かいどう

  ③陸
りく

羽
う

街 道
かいどう

  ④原 方
はらかた

街 道
かいどう

 

 

 

【第４７問】 

白河の鉄道について、下の文章の（    ）内に当てはまるものはどれ
 

ですか。 

   「磐
いわ

城
き

鉄 道
てつどう

」は、白河と（    ）を結ぶ鉄道として線路敷設
ふせつ

工事が進め

られたが、関 東
かんとう

大 震 災
だいしんさい

や不 況
ふきょう

の 影 響
えいきょう

を受け、開業を迎
むか

えることが

できなかった
 

。 

   ①棚 倉
たなぐら

    ②石 川
いしかわ

    ③いわき    ④浅 川
あさかわ
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【第４８問】 

  近現代に活 躍
かつやく

した白河ゆかりの人物について、間違っているものはどれですか。 

   ①山下りんは白河ハリストス正 教 会
せいきょうかい

のイコンを制 作
せいさく

した 

   ②関根
せきね

正
しょう

二
じ

は『福 島 県
ふくしまけん

道路
どうろ

風 景
ふうけい

画 帖
がちょう

』で白河の風景を写生した 

   ③中 山
なかやま

義
ぎ

秀
しゅう

は大
たい

信
しん

地
ち

域
いき

出身で、 芥 川
あくたがわ

賞
しょう

を受賞した 

   ④斎 藤
さいとう

正夫
まさお

は「馬の画家」として名をあげた 

 

 

 

【第４９問】 

近現代に活 躍
かつやく

した白河ゆかりの人物について、下の文章の（    ）内に当て

はまるものはどれ
 

ですか。 

   円
えん

明 寺
みょうじ

出身の（    ）は、戦前から戦後にかけて、フランス人形作家と

して活躍した。布
ぬの

張
ば

りの素朴
そぼく

な味わいとモダンな造 形
ぞうけい

感 覚
かんかく

が融 合
ゆうごう

した人形

は、幅 広
はばひろ

い人気を集めた。 

   ①川 崎
かわさき

プッペ  ②高
たか

橋
はし

由
ゆ

一
いち

  ③大
おお

谷
や

五
ご

花
か

村
そん

  ④福
ふく

田
だ

利
とし

秋
あき
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【第５０問】 

白河の合 併
がっぺい

のあゆみについて、正しいものはどれですか。 

   ①明治
めいじ

９年（１８７６）に市制
しせい

施行により白河市
しらかわし

が 誕 生
たんじょう

した 

   ②明治４０年（１９０７）に旗
はた

宿
じゅく

・関
せき

辺
べ

が白河市から表 郷 村
おもてごうむら

へ編入した 

   ③明治４０年（１９０７）に蕪 内
かぶうち

が五箇村
ごかむら

から釜 子
かまのこ

村
むら

へ 編 入
へんにゅう

した 

   ④昭 和
しょうわ

３０年（１９５５）に大田
おおた

輪
わ

・小貫
おぬき

が 東 村
ひがしむら

から白河市へ編入した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


